
「
セ
ク
ハ
ラ

疑
惑
に
き
ち
ん

と

答

え

ろ

」

「
セ
ク
ハ
ラ
被

害
者
／
恫
喝
や

め
ろ
」
「
政
府

は
女
性
の
人
権
守
れ
」
「
加

害
者
か
ば
う
な
被
害
者
守
れ
」
。

メ
ー
デ
ー
ス
ポ
ッ
ト
だ
▼
財

務
大
臣
は
「
は
め
ら
れ
た
と

い
う
意
見
も
あ
る
」
「
言
わ

れ
て
い
る
人
の
人
権
も
考
え

な
い
と
」
等
と
発
言
。
財
務

省
の
ト
ッ
プ
は
問
題
の
深
刻

さ
が
解
っ
て
い
な
い
の
か
▼

韓
国
で
は
、
宴
席
で
国
会
議

員
か
ら
セ
ク
ハ
ラ
を
受
け
た

新
聞
記
者
が
、
そ
れ
を
報
じ

た
と
こ
ろ
、
街
の
飲
食
店
が

そ
の
党
の
所
属
議
員
を
入
店

禁
止
に
し
た
と
い
う
▼
子
育

て
の
時
、
「
嫌
だ
な
ー
と
思

う
よ
う
な
事
を
友
達
に
し
て

は
い
け
な
い
よ
」
「
友
達
が

し
て
い
る
と
き
は
注
意
で
き

る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
な
」

と
諭
し
て
き
た
。
▼
ど
う
す

れ
ば
セ
ク
ハ
ラ
を
し
な
い
男

性
に
な
れ
る
の
か
。
社
会
全

体
で
の
取
り
組
み
が
重
要
だ
。
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全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
〇
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
F
A
X
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）
。

◇全国税ホームページ◇

http//www.kokko-net.org/zenkokuzei

協
議
会

３
月
９
日
、
確
定

申
告
期
の
最
中
に
佐
川
前
長

官
が
辞
任
し
た
。
国
税
庁
の

長
い
歴
史
の
中
で
も
前
代
未

聞
の
こ
と
だ
。
組
織
の
ト
ッ

プ
の
不
祥
事
に
よ
り
、
職
員

が
批
判
の
矢
面
に
立
た
さ
れ

長
官
が
退
職
の
際
に
発
言
が

あ
っ
た
。
皆
さ
ん
の
ご
苦
労
、

心
配
を
か
け
た
こ
と
に
私
か

ら
も
お
詫
び
を
申
し
上
げ
る
。

交
渉
の
場
で
は
あ
る
が
、
納

税
者
に
も
お
詫
び
申
し
上
げ

た
い
。
確
定
申
告
事
務
が
特

段
の
支
障
な
く
終
了
し
た
。

職
員
の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
に

感
謝
申
し
上
げ
る
。
職
場
環

境
の
さ
ら
な
る
改
善
に
努
め

て
い
き
た
い
。

協
議
会

前
長
官
の
辞
任
の

原
因
は
、
理
財
局
長
時
代
の

文
書
改
ざ
ん
に
あ
る
と
報
道

さ
れ
て
い
る
。
現
場
の
職
員

は
文
書
管
理
の
徹
底
を
口
す
っ

ぱ
く
言
わ
れ
、
そ
の
た
め
の

事
務
処
理
負
担
も
増
え
て
い

る
。
今
後
と
も
文
書
管
理
を

徹
底
す
る
と
い
う
な
ら
、
庁

当
局
と
し
て
現
場
の
職
員
に

向
け
言
葉
を
発
す
る
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
如
何
か
。

長
官
心
得

行
政
文
書
の
厳

正
な
管
理
は
納
税
者
の
信
頼

を
得
る
う
え
で
も
重
要
だ
。

今
般
、
国
税
庁
の
文
書
管
理

規
定
を
改
定
し
た
。
文
書
管

理
は
適
切
に
願
い
た
い
。

協
議
会

職
場
の
声
は
、

「
ト
ッ
プ
が
腐
れ
ば
部
下
も

腐
る
。
我
々
に
言
う
前
に
ト
ッ

プ
が
直
せ
」
と
い
う
も
の
だ
。

前
長
官
は
、
３
月
９
日
に
辞

任
し
た
が
、
直
ち
に
職
員
に

対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信

が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
職
員
の
不
安
を
払
拭

す
る
意
味
で
も
必
要
で
あ
っ

た
と
思
う
。
ま
た
、
財
務
官

僚
・
キ
ャ
リ
ア
の
皆
さ
ん
は
、

十
束
ひ
と
か
ら
げ
で
職
場
か

ら
の
信
用
を
失
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
ほ

し
い
。

続
け
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、

庁
当
局
と
し
て
何
ら
か
の
言

葉
が
あ
れ
ば
、
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

長
官
心
得

職
員
の
皆
さ
ん

に
ご
苦
労
と
心
配
を
か
け
お

詫
び
を
申
し
上
げ
る
旨
、
前

協
議
会

あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
根
絶
す
る
こ
と
。

長
官
心
得

職
員
が
能
力
を

発
揮
す
る
た
め
に
は
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場
を
実

現
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
①
職
員
の
研

修
、
②
幹
部
職
員
の
外
部
講

師
に
よ
る
研
修
、
③
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
相
談
員
を
配
置
し
て

対
応
、
④
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

あ
っ
た
場
合
は
事
実
関
係
を

確
認
し
て
対
応
等
、
適
切
に

対
応
し
て
い
る
。

協
議
会

財
務
省
幹
部
の
セ

ク
ハ
ラ
研
修
の
実
施
が
報
道

さ
れ
た
。
外
部
講
師
は
社
会

的
常
識
と
差
が
あ
る
と
コ
メ

ン
ト
し
て
い
る
。
認
識
の
ズ

レ
を
直
し
て
も
ら
い
た
い
。

長
官
心
得

も
し
ず
れ
て
い

る
と
し
た
ら
、
気
を
つ
け
な

い
と
い
け
な
い
。

協
議
会

パ
ワ
ハ
ラ
の
取
組

み
が
弱
い
。
税
大
本
校
職
員

の
自
殺
に
つ
い
て
、
原
因
は

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
だ
と
の
投
書

が
あ
っ
た
。
税
務
大
学
校
で

起
こ
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
原

因
を
究
明
し
、
労
働
条
件
を

改
善
す
る
こ
と
。

長
官
心
得

投
書
に
つ
い
て

真
偽
は
定
か
で
は
な
い
。
心

身
と
も
に
健
康
で
働
け
る
職

場
環
境
が
必
要
だ
。

協
議
会

あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
根
絶
す
る
姿
勢
を

確
認
し
た
い
。

協
議
会

非
常
勤
職
員
の
賃

金
の
も
と
と
な
る
俸
給
表
は
、

税
務
職
１
級
７
号
俸
以
上
と

す
る
こ
と
。

長
官
心
得

非
常
勤
職
員
の

俸
給
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、

署
の
非
常
勤
職
員
が
携
わ
る

窓
口
業
務
な
ど
に
つ
い
て
複

雑
困
難
な
業
務
で
な
く
、
事

務
補
助
業
務
で
あ
る
た
め
行

政
職
と
し
て
い
る
。

協
議
会

総
合
窓
口
で
は
行

政
指
導
的
な
事
務
も
行
っ
て

い
る
。

長
官
心
得

非
常
勤
職
員
の

一
律
的
な
扱
い
は
し
て
い
な

い
。
納
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

等
、
行
政
指
導
に
携
わ
る
業

務
を
税
務
職
と
し
て
い
る
。

「
税
務
職
」
俸
給
表
の
重
み

も
考
慮
し
て
い
る
。

協
議
会

東
京
と
大
阪
研
修

所
の
研
修
生
や
卒
業
生
に
確

認
し
た
が
、
や
は
り
強
要
さ

れ
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
。

長
官
心
得

ラ
ジ
オ
体
操
は
、

健
康
維
持
を
目
的
で
、
強
制

的
に
行
わ
せ
て
お
ら
ず
研
修

生
の
自
主
性
を
尊
重
し
実
施

さ
れ
て
い
る
。

佐川前長官辞任により、異例の長官心得との団体交渉。

「職員と納税者にお詫び」と藤田長官心得。

「職員は傷ついている」と稗田代表委員。

全
国
税
・
全
税
支
部
協
議
会
は
５
月
18
日
、
今
年
度
４
回
目
の
長
官
団
交
と
な

る
と
こ
ろ
、
佐
川
前
長
官
の
辞
任
に
よ
り
、
福
田
長
官
心
得
（
次
長
）
と
の
団
体

交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
交
渉
冒
頭
、
ト
ッ
プ
交
渉
で
あ
る
こ
と
を
労
使
で
確
認
し

つ
つ
、
各
議
題
の
要
求
実
現
を
迫
り
ま
し
た
。

交
渉
で
は
、
不
祥
事
・
セ
ク
ハ
ラ
問
題
、
確
申
期
の
総
括
や
管
理
運
営
部
門
の

課
題
、
沖
縄
格
差
の
解
消
、
人
事
要
求
、
差
別
根
絶
な
ど
を
議
題
に
し
ま
し
た
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Ｈ
31
事
務
年
度
か
ら

協
議
会

誰
も
が
定
年
退
職

を
６
級
以
上
で
迎
え
ら
れ
る

よ
う
上
席
を
６
級
に
格
付
け

す
る
こ
と
。
ま
た
、
６
級
昇

格
ポ
ス
ト
を
大
幅
に
新
・
増

設
す
る
こ
と
。

長
官
心
得

人
事
院
に
対
し

て
「
署
上
席
の
６
級
格
付
け
」

を
要
望
し
て
い
る
。
平
成
30

年
度
に
お
い
て
所
要
の
ポ
ス

ト
増
設
が
認
め
ら
れ
た
。

協
議
会

行
（
二
）
職
の
税

務
職
場
特
有
の
困
難
性
を
訴

え
、
処
遇
改
善
す
る
こ
と
。

長
官
心
得

税
務
職
場
の
実

情
と
特
殊
性
を
訴
え
、
一
人

で
も
多
く
の
行
（
二
）
職
員

が
昇
格
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

協
議
会

沖
縄
事
務
所
職
員

の
６
級
ポ
ス
ト
昇
任
を
阻
害

し
て
い
る
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な

局
間
交
流
人
事
を
や
め
る
こ

と
。

人
事
課
長

基
本
に
則
り
人

事
を
行
っ
た
結
果
だ
。

協
議
会

納
得
で
き
る
回
答

で
は
な
い
。

協
議
会

配
転
は
事
前
に
打

診
し
、
内
示
は
１
カ
月
前
に

行
う
こ
と
。
い
わ
ゆ
る
「
ふ

と
ん
付
き
」
と
呼
ば
れ
る
異

動
を
縮
小
す
る
こ
と
。

長
官
心
得

本
人
打
診
は
考

え
て
い
な
い
。
予
告
は
、
可

能
な
限
り
努
力
し
た
結
果
、

今
の
１
週
間
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
以
上
は
や
め
る
の
は
難

し
い
。
異
動
は
真
に
必
要
な

範
囲
で
行
っ
て
い
る
。

協
議
会

子
育
て
や
介
護
等

の
特
殊
事
情
は
、
希
望
を
必

ず
実
現
す
る
こ
と
。

人
事
課
長

公
務
の
要
請
の

許
す
限
り
、
配
意
を
し
て
い

き
た
い
。

協
議
会

新
幹
線
通
勤
の
通

勤
手
当
は
全
額
支
給
せ
よ
。

長
官
心
得

人
事
院
に
、
か

な
り
強
く
要
望
し
た
。

協
議
会

全
国
税
・
全
税
支

部
組
合
員
に
対
す
る
人
事
差

別
を
根
絶
す
る
こ
と
。
差
別

解
消
の
証
と
し
て
、
全
国
税
・

全
税
支
部
組
合
員
へ
統
括
官

等
６
級
ポ
ス
ト
発
令
を
大
幅

に
増
や
す
こ
と
。

長
官
心
得

人
事
に
つ
い
て

は
職
員
個
々
の
勤
務
成
績
等
、

法
令
に
定
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
に
よ
り
行
っ
て
い
る
。

特
定
の
職
員
団
体
加
入
如
何

に
よ
り
人
事
は
行
っ
て
い
な

い
。

協
議
会

５
級
昇
格
で
は
、

同
じ
期
別
と
比
較
し
て
10
年

か
ら
20
年
遅
れ
て
い
る
。

長
官
心
得

職
員
団
体
の
活

動
に
支
配
介
入
す
る
考
え
は

全
く
持
っ
て
い
な
い
。

協
議
会

差
別
を
し
て
い
な

い
な
ら
、
７
月
の
発
令
で
示

す
こ
と
。

協
議
会

29
年
分
確
定
申
告

事
務
に
つ
い
て
、
検
証
と
評

価
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
。

長
官
心
得

順
調
に
終
了
し

た
。
２
年
目
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

記
載
も
適
切
に
対
応
し
た
。

医
療
費
や
Ｉ
Ｄ
パ
ス
ワ
ー
ド

の
交
付
も
順
調
に
行
わ
れ
た
。

自
宅
か
ら
の
電
子
申
告
が
増

加
し
た
。
効
率
的
な
相
談
体

制
に
よ
り
、
相
談
事
務
量
は

前
年
よ
り
減
少
し
た
。

協
議
会

Ｉ
Ｄ
パ
ス
ワ
ー
ド

方
式
や
ス
マ
ホ
で
の
申
告
で

来
署
者
は
減
る
に
は
減
る
だ

ろ
う
が
、
確
申
期
中
に
無
理

し
て
Ｉ
Ｄ
パ
ス
ワ
ー
ド
発
行

を
し
た
の
で
は
な
い
か
。
来

年
度
来
署
者
が
ど
の
程
度
減

る
と
見
込
ん
だ
の
か
。

総
務
課
長

自
宅
か
ら
の
送

信
で
事
務
量
が
減
る
。
確
申

期
は
多
く
の
納
税
者
に
接
触

で
き
る
の
で
、
発
行
は
有
効

な
施
策
だ
。
今
後
の
広
報
で

効
果
を
上
げ
る
よ
う
努
め
る
。

協
議
会

相
談
会
場
の
受
付

を
切
ら
な
い
こ
と
で
、
２
時

間
以
上
の
超
勤
に
な
っ
た
署

が
あ
る
。

長
官
心
得

全
国
一
律
の
対

応
で
き
な
い
が
、
各
署
の
実

情
に
合
わ
せ
て
適
切
に
対
応

す
る
よ
う
指
導
し
た
い
。

協
議
会

非
常
勤
職
員
を
含

め
、
一
日
立
ち
っ
ぱ
な
し
は

や
め
る
こ
と
。

協
議
会

①
６
月
ま
で
の
繁

忙
期
に
は
、
挙
署
一
体
等
十

分
な
要
員
を
確
保
す
る
こ
と
。

出
身
事
務
系
統
等
を
中
心
に

し
た
配
置
を
と
る
こ
と
。
②

国
専
採
用
１
年
目
全
員
の
一

律
配
置
は
行
わ
な
い
こ
と
。

長
官
心
得

①
挙
署
一
体
の

事
務
処
理
体
制
に
不
足
が
あ

れ
ば
局
か
ら
応
援
す
る
。
非

常
勤
職
員
を
活
用
し
、
関
係

各
部
門
の
連
携
の
も
と
で
処

理
す
る
。
②
一
律
配
置
の
見

直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

協
議
会

プ
ロ
パ
ー
が
体
調

を
崩
し
て
休
む
と
、
業
務
が

止
ま
る
の
は
、
管
運
の
構
造

的
な
問
題
だ
。

長
官
心
得

人
材
育
成
や
任

用
、
配
置
は
、
現
場
を
見
な

が
ら
し
っ
か
り
考
え
た
い
。

協
議
会

沖
縄
事
務
所
で
16

名
が
国
専
採
用
さ
れ
た
が
、

受
け
皿
が
無
く
、
配
置
は
10

名
だ
っ
た
。

人
事
課
長

あ
く
ま
で
出
向

で
、
採
用
地
に
戻
る
。

協
議
会

内
部
事
務
・
徴
収

事
務
の
集
中
化
や
広
域
化
は

充
分
な
検
証
を
行
い
、
職
員

に
負
担
を
か
け
な
い
こ
と
。

内
部
事
務
の
集
中
化
の
対
象

署
で
は
休
暇
が
取
れ
な
い
と

の
声
が
あ
る
。

長
官
心
得

内
部
事
務
を
集

約
し
、
効
率
的
に
行
っ
て
い

る
。
試
行
も
、
各
局
が
工
夫

を
凝
ら
し
て
行
っ
て
い
る
。

管
運
で
は
、
文
書
移
送
事
務

は
増
加
し
て
い
る
が
、
申
告

書
処
理
や
債
権
管
理
は
減
少
。

課
税
部
門
で
は
、
調
査
事
務

量
が
増
加
し
、
質
的
向
上
も

認
め
ら
れ
た
。
一
方
で
、
Ｋ

Ｓ
Ｋ
上
の
課
題
や
移
送
、
対

象
署
の
事
務
増
加
な
ど
、
改

善
に
も
取
り
組
み
た
い
。

協
議
会

１
件
当
た
り
の
調

査
日
数
を
確
保
し
、
調
査
件

数
を
削
減
す
る
こ
と
。

長
官
心
得

職
員
に
過
重
な

負
担
の
か
か
ら
な
い
よ
う
配

意
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

協
議
会

徴
収
職
員
の
実
員

を
増
や
す
こ
と

長
官
心
得

催
告
セ
ン
タ
ー

や
機
動
課
職
員
の
派
遣
、
困

難
事
案
の
局
吸
上
げ
等
で
成

果
が
あ
る
。

協
議
会

局
も
数
字
に
追
わ

れ
、
事
案
を
受
け
入
れ
な
い
。

早
期
回
収
で
、
署
内
捜
索
の

膨
大
な
事
務
量
を
削
減
で
き

た
。
シ
ス
テ
ム
化
は
、
庁
管

運
課
の
効
率
化
Ｐ
Ｔ
で
検
討

し
、
平
成
31
事
務
年
度
に
も

試
行
し
た
い
。
予
算
や
関
係

部
局
と
調
整
し
て
い
る
。

協
議
会

提
出
票
を
や
め
る

こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
シ
ス
テ

ム
化
の
検
討
状
況
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。

長
官
心
得

提
出
票
で
は
、

誤
返
却
の
即
日
判
明
に
よ
る

ＩＤ・パスワード発行が急に指示された

「先日、人事院に要望した」と長官心得

「交流人事は同数にすべき」と宮城副代表委員

星屋人事課長

５
級
で
10
年
、20
年
は
差
別


